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(1) 三四人、さし集ひて、絵など見るもあめり。(枕草子)  
：連体形準体法  




































(3) 三島江の玉江の菰を標めしより己が (我 )とそ思ふいまだ刈らねど (万
葉･7･1384) 












 連体形準体法から準体助詞ノへの変化に関しては、信太知子 (1970、 1976、













(6) 薬師は常のも (都祢乃母 )あれど賓客の今の薬師貴かりけり賞しかり
けり(仏足石歌・15) 
















































































































較的整っている 1780 年を中心に、その前後 5 年を最初の期間と設定する。そし
て、一つの世代が 30 年だとされているため、1780 年から約 30 年間隔で、1780


















第一期(1775 年～1785 年) 洒落本 14 作品、黄表紙 10 作品、噺本 3 作品 
第二期(1805 年～1815 年) 洒落本 5 作品、滑稽本 2 作品  
第三期(1835 年～1845 年) 洒落本 1 作品、滑稽本 1 作品、人情本 1 作品  
第四期(1860 年～1875 年) 人情本 1 作品、滑稽小説 3 作品  
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第 1 章から第 5 章はそれぞれ、第一期(1775 年～1785 年)、第二期(1805 年～

















例：｢2.2.3｣→｢第 2 章第 2 節第 3 項｣ 
2) 表は章ごとに通し番号をつけ、｢表 3-1-2｣のように示す。それらの数字は
前から、｢章－節－該当節における表の通し番号｣となる。  
例：｢表 3-1-2｣→｢第 3 章第 1 節の 3 番目の表｣ 
3) すべての表では、｢連体形準体法｣は｢準体法｣で、｢準体助詞ノ｣は｢ノ｣で、｢準
体助詞ノの使用率｣は｢ノの使用率｣で表す。 
4) 注はすべて脚注の形式を取り、全篇を通して通し番号をつける。  
5) 用例は節ごとに通し番号をつける。  
6) 用例に付する下線等は、断りがない限り、筆者によるものである。  
7) 発話文の用例を示す際に、用例の後にパーレンで発話者、受話者の順番で
示す。なお、受話者がはっきりとしない場合、｢不明｣とする。  

























扱わずに、それより時期が下る 1775 年以降の作品を調査する。 1775 年以降の
作品は、完全に上方語の影響を受けていないとは言い切れないが、上方語の色
が若干薄く江戸語の特徴を色濃く示すものとなっていることが考えられる。




                           




















以上の基準に従い、中央公論社『洒落本大成  7』『洒落本大成  8』と岩波













































































































体の使用状況を見る。全体の使用数を以下の表 1-1-1 に示す。 
表 1-1-1 第一期洒落本における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  141 229 
ノ 2 47 
合計  143 276 
ノの使用率  1.4% 17.0% 
 
 地の文から見ていく。第一期洒落本の地の文では、連体形準体法が 141 例、
準体助詞ノが 2 例用いられる。連体形準体法が優勢であるが、準体助詞ノの使
用があることに注目すべきである。以下はその用例である。  
(1) 用事あるのに返事もしをらず。 (妓者呼子鳥、p.115) 
(2) 清幸は先ツねられたので少しおち付キ (穴知鳥、p.155) 












一方、発話文では連体形準体法が 229 例、準体助詞ノが 47 例、準体助詞ノ
の使用率は約 17％である。連体形準体法が優勢であることが確認できた。その
うち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)～5)で、併せて 41 例、連体





1) スルがいい(スルもいいを含む)：26 例  
(4) ならないやうにするがいい。(半兵へ→源助)(一事千金、p.81) 
2) ｢ニ｣による慣用表現：9 例  





















2-5)スルに及ばない： 3 例  
(9) きくにもおよばぬ。まぶへのしんぢうだらう。 (きり山→せ川 )(契情
買虎之巻、p.318) 




3) ｢モ｣による慣用表現：2 例  
(11) かたるも問もかなわぬかや。(せ川→五きょう )(契情買虎之巻、p.328) 
4) Ⅴ-るに(も)Ⅴ-れない：3 例  
(12) 出るにでられぬ裸の花見。(女来→大尽)(一事千金、p.71) 
(13) どふもけすにもけされやせぬ。(おとみ→らいぎ )(妓者呼子鳥、p.113) 
15 
 
5) Ⅴ-るもⅤ-れない： 1 例 
(14) しぬもしなれぬしゆじんのからだ。(せ川→五きょう)(契情買虎之巻、
p.312) 







7) ヨリ(ヨリハ、ヨリモを含む)：5 例  
(16) うけ給わつたよりきついはんじやうでござりやす (嵐興→嵐酒 )(売花
新駅、p.199) 




数は以下の表 1-1-2 のとおりである。  
表 1-1-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  171 
ノ 47 
合計  218 














表 1-1-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 16 10 
タル  2 0 
シ 8 0 
ル 1 0 
ナイ  3 1 
ヌ 10 0 
レル  2 1 
ルル  3 1 
ム(ン) 1 0 
ウ 3 2 
タイ  1 0 
イス  2 0 
ヤス  1 0 
シャル  1 0 
マス  4 1 
マイ  1 0 
セ+マイ  1 0 
セ+ケル  1 0 
レ+タ 2 0 
マシ+タ  1 0 
マセ+ヌ  1 0 
動    詞  92 27 
形容詞  
イ 12 4 
キ 1 0 
形容動詞  タル  1 0 
























































































































表 1-1-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  
 
準体法  ノ ノの使用率  
ハ 60 18 23.1% 
モ 35 9 20.5% 
ガ 25 8 24.2% 
ニ 32 9 22.0% 
デ 1 0 0.0% 
ヲ 13 1 7.1% 
ト 4 2 33.3% 
なし  1 0 0.0% 
合計  171 47 21.6% 
 






































によって同一名詞か同格かに分けて表 1-1-5 に示す。  
表 1-1-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  41 18 59 30.5% 
同  格  130 29 159 18.2% 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((34))が 41 例、準体助詞ノ
((35))が 18 例、準体助詞ノの使用率は約 31％である。一方、同格では、連体



























て表 1-1-6 に示す。  
表 1-1-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  116 31 147 21.1% 
女 性  54 16 70 22.9% 
不 明  1 0 1 
 
 
 男性の発話では、連体形準体法 ((38))が 116 例、準体助詞ノ((39))が 31 例あ
り、準体助詞ノの使用率は約 21％である。一方、女性による連体形準体法 ((40))
























表 1-1-7 階層・身分別に見る男性使用者の準体法とノ  
男性  準体法  ノ ノの使用率  
客 25 9 26.5% 
遊里関係 4 11 2 15.4% 
男伊達  6 0 0.0% 
上方  10 0 0.0% 
武士  7 0 0.0% 
不明  55 20 26.7% 
2 例以下  2 0 0.0% 























表 1-1-8 受話者から見る男性遊里関係者の準体法とノ  
発話者・遊里関係者  準体法  ノ ノの使用率  
受話者  
客 3 2 40.0% 
遊里関係  7 0 0.0% 






















                           








































                           





















以下の表 1-1-9 に示す。  
表 1-1-9 階層・身分別に見る女性使用者の準体法とノ  
女性  準体法  ノ ノの使用率  
三味線師匠  1 3 75.0% 
遊女  45 11 19.6% 
夜鷹  3 0 0.0% 
不明  1 0 0.0% 
2 例以下  4 2 33.3% 










に差があるかを観察する。表 1-1-10 に示す。  
表 1-1-10 受話者から見る遊女発話者の準体法とノ  
発話者・遊女  準体法  ノ ノの使用率  
受話者  
男・客  35 10 22.2% 





































黄表紙の起源に関して、『日本古典文学大系  黄表紙  洒落本集』の解説で
は、黄表紙は｢江戸時代を通じて最も多くの庶民大衆に親しまれてきた草双紙と
いう形態の作品群のうち、ある時期のものを呼ぶ名称｣とされる。草双紙と呼ば















































る。本論文における第一期の期間設定は 1775 年から 1785 年で、その期間に当
たる黄表紙作品を調査資料とする。使用テキストは岩波書店『日本古典文学大
                           
7 『日本古典文学大系  黄表紙 洒落本集』、 p.7 を参照。  
8 『日本語学研究事典』 (2007)、｢黄表紙｣の項目、矢野準執筆を参照。  
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全体の使用数を以下の表 1-2-1 に示す。  
表 1-2-1 黄表紙における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  82 50 
ノ 1 9 
合計  83 59 
ノの使用率  1.2% 15.3% 
  





























 一方、発話文では連体形準体法が 50 例、準体助詞ノが 9 例、準体助詞ノの使
用率は約 15％である。発話文でも連体形準体法が優勢であることが確認できた。
そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)、2)で、併せて 10 例、
連体形準体法で接続する助詞は 3)、4)で併せて 3 例である。  



















2) ｢ニ｣による慣用表現：2 例  
































































用数を表 1-2-2 に提示する。  
表 1-2-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  37 
ノ 9 
合計  46 









































表 1-2-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 5 2 
タル  1 0 
レル  2 0 
ベキ  2 0 
サッシャル  1 0 




動   詞  17 5 
形容詞  
イ 4 2 
キ 2 0 







































                           
9 1.1 例(20)： 





表 1-2-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 12 3 20.0% 
モ 7 1 12.5% 
ガ 4 2 33.3% 
ニ 6 0 0.0% 
ニハ  1 0 0.0% 
デ 1 1 50.0% 
ヲ 5 2 28.6% 
ヲコソ  1 0 0.0% 




































 一方、用例数は少ないが、｢デ｣は連体形準体法と準体助詞ノの使用が 1 例ず
つある。  















に準体助詞ノが用いられる用例 1 例 10を見た。一方、黄表紙では準体助詞ノに


























けて出ます(佐次兵衛→番頭金十郎 )(啌多雁取帳、 p.51) 
 第一期洒落本の準体助詞ノが事柄を体言化するのに対して、黄表紙における
準体助詞ノの 2 例はモノを体言化するもので、用法が異なる。  













て同一名詞か同格かに分けて、次の頁の表 1-2-5 に示す。  
 
 
                           
10 1.1 例(30)： 
 足下のくるのをみさをもうてなも清たきも今やへと待て居る (祖礼→南角 )(郭    
中掃除雑編、p.90) 
11 『日本古典文学大系  黄表紙 洒落本集』、p.130、頭注 2 を参照。  
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表 1-2-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  11 7 18 38.9% 
同  格  26 2 28 7.1% 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((21))が 11 例、準体助詞ノ
((22))が 7 例、準体助詞ノの使用率は約 39％である。一方、同格では、連体形




































1-2-6 に示す。  
表 1-2-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  31 9 40 22.5% 
女 性  6 0 6 0.0% 
 

























































































































































①  地の文では連体形準体法が優勢であるが、準体助詞ノの使用が 1 例ある。
文語と口語が混在していることが準体助詞ノの使用を促す。  




④  同一名詞の連体修飾構造では準体助詞ノの使用率が高い。  
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12 『日本古典文学大系  江戸笑話集』、 p.8 を参照。  
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餅』1772 年、『聞上手』 1773 年、『鯛の味噌津』 1779 年である。第一期の設定






















体の使用数を以下の表 1-3-1 に示す。  
表 1-3-1 咄本における準体法とノの全使用数  
 全体  地の文  発話文  
準体法  59(19) 35(6) 
ノ 0(0) 3(1) 
合計  59(19) 38(7) 
ノの使用率  0.0(0.0)% 7.9(14.3)% 
 
















































 一方、発話文では連体形準体法が 35 例、準体助詞ノが 3 例、準体助詞ノの使
用率は約 8％である。そのうち、慣用的な表現は発話文でも連体形準体法が優
勢であることが確認できた。そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現
は 1)｢スルがいい｣が 7 例、2)｢ニ｣による慣用表現が 2 例で、併せて 9 例で、連
体形準体法で接続する助詞は 3)、1 例である。  









2) ｢ニ｣による慣用表現：2 例  













3) ヨリ(ヨリハ、ヨリモを含む)：1 例  
(8) 生きて恥をさらさんよりは、死でしまはん（浪人→家来)(鯛の味噌津、
p.238) 




用数を表 1-3-2 に提示する。  
表 1-3-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  25(4) 
ノ 3(1) 
合計  28(5) 










類を次の頁の表 1-3-3 に示す。  
準体助詞ノの使用例はわずか 3 例で、それぞれ違う作品に用いられる。その























表 1-3-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 3(1) 0(0) 
シ 3(0) 0(0) 
ヌ 1(0) 0(0) 
 
レル  1(1) 0(0) 
セル  1(0) 0(0) 
シャル  1(0) 0(0) 
マイ  1(0) 0(0) 
レ+タ 1(0) 0(0) 
マシ+タ  1(0) 0(0) 
動    詞 
全 
9(1) 2(1) 
形容詞  イ 3(1) 1(0) 






































以下の表 1-3-4 に示す。  
表 1-3-4 下接活用語から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 9(1) 0(0) 0.0(0.0)% 
モ 4(1) 0(0) 0.0(0.0)% 
ガ 1(0) 0(0) 0.0% 
ニ 9(2) 2(1) 18.2(33.3)% 
デ 1(0) 0(0) 0.0% 
ヲ 1(0) 1(0) 50.0% 



























同一名詞か同格かに分けて表 1-3-5 に示す。  
表 1-3-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  3(0) 1(0) 4(0) 25.0% 
同  格  22(4) 2(1) 24(5) 8.3(20.0)% 
 
同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法が 3 例、準体助詞ノが 1 例、準
体助詞ノの使用率は 25％である。一方、同格では、連体形準体法が 22 例、準




























1-3-6 に示す。  
表 1-3-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  23(4) 2(1) 25(5) 8.0(20.0)% 
女 性  2(0) 0(0) 2(0) 0.0% 
不 明   1(0) 1(0)  
 













































①  地の文では全部で 59 例で、準体助詞ノの使用がなく、すべて連体形準体法
で用いられる。  
②  発話文では準体助詞ノの使用率は約 8％で、慣用的な表現を除けば約 11％
となり、連体形準体法が優勢である。『鯛の味噌津』だけを見ると約 20％
で、第一期洒落本と黄表紙とはほぼ同程度で用いられる。  
③  準体助詞ノは助動詞｢タ｣、形容詞イなどの口語の活用語につきやすい。  






















表 1-4-1 第一期発話文における準体法とノの使用数 (慣用的表現を除く ) 
全体  洒落本(一)13 黄表紙  咄本  合計  
準体法  171 37 25(4) 233 
ノ 47 9 3(1) 59 
合計  218 46 28(5) 292 








                           
13 三期の洒落本の調査時期を指し示す第一期洒落本、第二期洒落本、第三期洒落















表 1-4-2 下接助詞から見る第一期における準体法とノ  
下接  準体法  ノ 小計  ノの使用率  
ト 4 2 6 33.3% 
ガ 30 10 41 25.0% 
ハ 81 21 102 20.6% 
ニ 47 11 58 19.0% 
モ 46 10 56 17.9% 
ヲ 19 4 23 17.4% 
デ 3 1 4 25.0% 
ニハ  1 0 1 0.0% 
ヲコソ  1 0 1 0.0% 













表 1-4-3 連体形修飾関係から見る第一期における準体法とノ  
修飾関係  同一名詞  同格  
準体法  55 178 
ノ 26 33 
ノの使用率  32.1% 15.6% 
三作品は一貫して同格の連体修飾関係より、同一名詞のほうで準体助詞
ノの使用率が高い。  
六、使用者を男女別に表 1-4-4に示す。  
表 1-4-4 男女別に見る第一期における準体法とノ  
発話者性別  男性  女性  不明  
準体法  170 62 1 
ノ 43 16 0 
ノの使用率  20.2% 20.5%  
   平均使用率から見ると、女性がわずかながら、男性より準体助詞ノを多
用する。第一期において、男女による差がほぼない。  
































が江戸であること。中央公論社『洒落本大成  14』『洒落本大成 15』より、こ
の三つの条件に満たす作品を選出する。以下の 5 作品となる。なお、カッコ内






























体の使用状況を見る。全体の使用数を以下の表 2-1-1 に示す。 
表 2-1-1 第二期洒落本における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  41 91 
ノ 3 43 
合計  44 134 
ノの使用率  6.8% 32.1% 
 






(3) 忝いのは松滝の心いき (通客一盃記言、p.188) 
 この 3 例とも『通客一盃記言』に用いられるものである。第一期洒落本の地
の文における準体助詞ノの使用例が接続的な用法のみであるのに対して、 (1)
～(3)は活用語部分を体言化し、｢コトガラ｣や｢モノ｣を表す用法である。さらに




















 一方、発話文では連体形準体法が 91 例、準体助詞ノが 43 例、準体助詞ノの
使用率は約 32％である。連体形準体法が依然として優勢であることが確認でき
た。そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)、2)で、併せて 24
例、連体形準体法で接続する助詞は 3)、 4)で併せて 7 例である。  
1) スルがいい(スルもいいを含む)：18 例  




2) ｢ニ｣による慣用表現：6 例  
































2-3) スルによって： 2 例 
(10) おたのしみが出来イしたに依て今迄ｄこんな女郎につきやつていて
よウ(通客一盃記言、 p.186) 



























3) ニハ(ニヤ、ニモを含む )：6 例 





























用数を表 2-1-2 に提示する。  
表 2-1-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  60 
ノ 43 
合計  103 
















表 2-1-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 6 9 
ナイ  2 4 
レル  3 1 
セル  1 0 
タガル  1 0 
イス  1 0 
マス  0 1 
ヤガル+タ  1 0 
レ+タ 0 2 
マシ+タ  0 1 
動    詞  38 20 
形容詞  イ 7 5 











































(22) 綾しのさんをおこしいすも気のどくでさんすから (綾機→藤次郎 )(通
客一盃記言、p.185) 



















種類を以下の表 2-1-4 に示す。  
表 2-1-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 16 7 30.4% 
モ 23 4 14.8% 
ガ 10 11 52.4% 
ニ 9 10 52.6% 
デ 0 1 100.0% 
ヲ 1 9 90.0% 
ト 0 1 100.0% 
ヤ 1 0 0.0% 
































































































(30) 豊や何もあたりもねへのにさはく事アねへわな (安之介→豊平 )(通客
一盃記言、p.184) 




によって同一名詞か同格かに分けて表 2-1-5 に示す。  
表 2-1-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  13 12 25 48.0% 
同  格  47 31 78 39.7% 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((31))が 13 例、準体助詞ノ
((32))が 12 例、準体助詞ノの使用率は約 48％である。一方、同格では、連体
























て表 2-1-6 に示す。  
表 2-1-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  47 27 74 36.5% 
女 性  13 16 29 55.2% 
 
 第二期洒落本において、男性発話者による連体形準体法 ((35))が 47 例、準体
助詞ノ((36))が 27 例、準体助詞ノの使用率は約 37％である。一方、女性によ
る発話では連体形準体法 ((37))が 13 例、準体助詞ノ ((38))が 16 例、準体助詞






































表 2-1-7 階層・身分別に見る男性使用者の準体法とノ  
男性  準体法  ノ ノの使用率  
客 30 20 40.0% 
下層  8 4 35.3% 
遊里関係  6 2 25.0% 
地方  3 0 0.0% 
不明  0 1 100.0% 









ような様相を呈しているかを、以下の表 2-1-8 に示す。  
表 2-1-8 受話者から見る男性遊里関係者の準体法とノ  
発話者・遊里関係者  準体法  ノ ノの使用率  
受話者  
男・客 2 2 50.0% 








































以下の表 2-1-9 に示す。  
表 2-1-9 階層・身分別に見る女性使用者の準体法とノ  
女性  準体法  ノ ノの使用率  
遊女  9 14 60.9% 
下層  3 0 0.0% 
2 例以下  1 2 66.7% 
合計  13 16 55.2% 
 
 第二期洒落本では、遊女は連体形準体法を 9 例、準体助詞ノを 14 例用い、準
体助詞ノの使用率は約 61％である。第一期の 20％と比較すると、大幅に増加し
ていることが見られる。さらに受話者の身分によって連体形準体法と準体助詞
ノの使用に差があるかを観察する。以下の表 2-1-10 に示す。  
表 2-1-10 受話者から見る遊女発話者の準体法とノ  
発話者・遊女  準体法  ノ ノの使用率  
受話者  
男・客  6 9 60.0% 
女・遊里関係  2 5 71.4% 





















②  発話文では準体助詞ノの使用率は約 32％で、慣用的な表現を除けば約 42％






⑤  同一名詞の連体修飾構造では準体助詞ノの使用率が高い。  


































                           



























ノの全体の使用数を以下の表 2-2-1 に示す。  
表 2-2-1 『浮世風呂』における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  66 191 
ノ 0 61 
合計  66 252 























 一方、発話文では連体形準体法が 191 例、準体助詞ノが 61 例、準体助詞ノの
使用率は約 24％である。発話文でも連体形準体法が優勢であることが確認でき
た。そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)～5)で、併せて 56
例、連体形準体法で接続する助詞は 6)、 7)で併せて 15 例である。  



















































































































































































































用数を表 2-2-2 に提示する。  
表 2-2-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  120 
ノ 61 
合計  181 








































































































表 2-2-3 上接活用語から見る準体法とノ  
発話文  準体法  ノ 
助動詞  
タ 9 12 
ナイ  0 2 
ヌ 3 1 
ナンダ  1 0 
レル  2 0 
セル  0 1 
ソウ  1 0 
マス  1 2 
ヤガル+タ  1 0 
レ+タ 1 0 
レ+マス  0 1 
マシ+タ  0 1 
マセ+ン  2 0 
動   詞  91 32 
形容詞  イ 7 9 
形容動詞  ナ 1 0 






(18)の 1 例のみであるが、準体助詞ノがつくようになっていることが見られる。 


























































































表 2-2-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 28 14 33.3% 
モ 23 8 25.8% 
ガ 24 12 33.3% 
ニ 33 12 26.7% 
デ 5 5 50.0% 
ヲ 5 7 58.3% 
ヲモ  1 0 0.0% 
ト 0 3 100.0% 
カラ  1 0 0.0% 



















































































































































によって同一名詞か同格かに分けて次の頁の表 2-2-5 に示す。 
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表 2-2-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  19 15 34 44.1% 
同  格  101 46 147 31.3% 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((37))が 19 例、準体助詞ノ
((38))が 15 例、準体助詞ノの使用率は約 44％である。一方、同格では、連体












































て表 2-2-6 に示す。  
表 2-2-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  準体助詞  合計  ノの使用率  
男 性  67 13 82 15.9% 
女 性  51 48 99 48.5% 
 



























































表 2-2-7 階層・身分別に見る男性使用者の準体法とノ  
男性  準体法  ノ ノの比率  
上層  6 1 14.3% 
中上層  2 1 33.3% 
中層  14 0 0.0% 
下層  16 4 20.0% 
武士(生酔) 3 1 25.0% 
教養層  4 1 20.0% 
番頭  3 2 40.0% 
浄瑠璃語り  1 0 0.0% 
江戸以外  13 0 0.0% 
不明  7 3 30.0% 













を考慮したうえで、 11～12 年間を一つの年齢層区分とし、老年層 (38 歳以上)、
中年層(25～37 歳)、若年層(12～24 歳)、子供(11 歳以下)に分ける。なお、各
年齢層の区分を上下一歳調整しても用例数に大きな変化がない。階層と年齢層
をクロス集計した用例数を表 2-2-8に、準体助詞ノの使用率を表 2-2-9に示す。 
表 2-2-8 階層・身分、年齢層別に見る男性使用者の準体法とノ  
 男性  老年 中年 若年 不明  
階
層 
上 1 0 0 0 4 1 1 0 
中上 0 0 2 0 0 0 0 1 
中 14 0 0 0 0 0 0 0 
下 4 1 0 0 10 2 2 1 
不明 0 0 2 1 1 1 4 1 
表 2-2-9 階層・身分、年齢層別に見る男性使用者のノの使用率  
 男性  老 中 若 不明 
階
層 
上 0.0%   20.0% 0.0% 
中上   0.0%   100.0% 
中 0.0%       
下     9.1% 0.0% 
不明   33.3% 50.0% 20.0% 
                           
15 江戸時代の平均寿命に関しては、鬼頭宏 (1994、2000)によると、 17 世紀は 20















表 2-2-10 に示す。  
表 2-2-10 階層・身分別に見る女性使用者の準体法とノ  
女性  準体法  ノ ノの比率  
上層  2 1 33.3% 
中上層  0 2 100.0% 
中上層ぶり  2 10 83.3% 
中層  12 7 36.8% 
下層  17 15 46.9% 
教養層  2 0 0.0% 
遊里関係  6 6 50.0% 
上方  4 0 0.0% 
不明  6 7 53.8% 







































































                           




















































 さらに、女性発話者の階層と年齢層をクロス集計した用例数を表 2-2-11 に、
準体助詞ノの使用率を表 2-2-12 に示す。  
表 2-2-11 階層・身分、年齢層別に見る女性使用者の準体法とノ  
 女性  老年  中年  若年  女子  不明  
階
層 
上 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 
中上  0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 
中上
ぶり  1 3 0 0 0 0 0 0 1 7 
中 3 6 4 2 0 0 0 0 2 2 
下 2 3 8 6 5 6 0 0 2 0 
不明  0 0 0 0 4 5 0 0 2 2 








表 2-2-12 階層・身分、年齢層別に見る女性使用者のノの使用率  
 女性  老 中 若 子 不明 
階
層 
上 0.0% 0.0% 100.0%     
中上       100.0%   
中上
ぶり  66.7% 33.3%     50.0% 
中 75.0%       87.5% 
下 60.0% 38.5% 54.5%   0.0% 
不明     55.6%   50.0% 











①  地の文では準体助詞ノの使用がなく、すべて連体形準体法である。  
②  発話文では準体助詞ノの使用率は約 24％で、慣用的な表現を除けば約 34％
となる。第二期洒落本の約 42％より使用率が低い。  
③  上接の活用語がほぼ口語であるが、文語は｢ヌ｣に準体助詞ノがつく使用が
1 例見られる。  
④  準体助詞ノは｢ヲ｣につきやすく、｢モ｣にはつきにくいことは、第二期洒落
本と共通する。  


























る。調査テキストとしては小学館『新編日本古典文学全集  8 0  洒落本 滑稽




の全体の使用数を以下の表 2-3-1 に示す。 
表 2-3-1 『浮世床』における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  18 113 
ノ 0 33 
合計  18 144 
ノの使用率  0.0% 22.6% 
 
                           
17 『増補 江戸語東京語の研究』 (1998)、p.41 を参照。  
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 一方、発話文では連体形準体法が 113 例、準体助詞ノが 33 例、準体助詞ノの
使用率は約 23％である。発話文でも連体形準体法が優勢であることが確認でき
た。そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)～3)で、併せて 34
例、連体形準体法で接続する助詞は 4)、 5)で併せて 11 例である。  



















2) ｢ニ｣による慣用表現： 4 例  










































































































用数を表 2-3-2 に提示する。  
表 2-3-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  68 
 ノ  33 
合計  101 









の種類を次の頁の表 2-3-3 に示す。  
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表 2-3-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法 ノ 
助動詞  
タ 3 7 
ナイ  1 1 
ナンダ 1 0 
レル 4 0 
セル 1 0 
タガル 0 1 
ヤガル+タ 1 0 
マセ+ン 1 0 
動   詞  48 13 
形容詞  イ 8 10 
形容動詞  ナ 0 1 






































































 形容動詞ナは『浮世風呂』において連体形準体法で使用される用例が 1 例あ
り、上方の人物による使用であるが、『浮世床』では江戸町人による準体助詞ノ













 ｢ヤガル＋タ｣は第二期洒落本、『浮世風呂』と『浮世床』には 1 例ずつあるが、

















































                           










類を以下の表 2-3-4 に示す。  
表 2-3-4 下接活用語から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 15 11 42.3% 
モ 13 1 7.1% 
ガ 19 11 36.7% 
ニ 15 2 11.8% 
ニハ  0 1 100.0% 
デ 4 1 20.0% 
ヲ 2 6 75.0% 
合計  68 33 33.0% 
 














































































よって同一名詞か同格かに分けて表 2-3-5 に示す。  
表 2-3-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  14 24 38 63.2% 
同  格  53 8 61 13.1% 
不  明  
 
1 1 2 
 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((34))が 14 例、準体助詞ノ
((35))が 24 例、準体助詞ノの使用率は約 63％である。一方、同格では、連体






























表 2-3-6 に示す。  
表 2-3-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  63 32 95 33.7% 
女 性  5 1 6 16.7% 
 
 男性の発話では、連体形準体法 ((38))が 63 例、準体助詞ノ ((39))が 32 例、
準体助詞ノの使用率は約 34％である。一方、女性による連体形準体法 ((40))が




































表 2-3-7 階層・身分別に見る男性使用者の準体法とノ  
男性  準体法  ノ ノの比率  
上層  19 9 32.1% 
中層  11 2 15.4% 
下層  13 8 38.1% 
教養層ぶり  5 1 16.7% 
地方出身  1 0 0.0% 
不明  14 12 46.2% 
合計  63 32 33.7% 
 










例数を表 2-3-8 に、準体助詞ノの使用率を次の頁の表 2-3-9 に示す。  
表 2-3-8 階層・身分、年齢層別に見る男性使用者の準体法とノ  
 男性  老年  中年  若年  不明  
階
層 
上層  2 2 17 7 0 0 0 0 
中層  0 0 8 2 0 0 3 0 
下層  0 0 0 0 1 0 12 8 








表 2-3-9 階層・身分、年齢層別に見る男性使用者のノの使用率  
男性  老 中 若 不明  
階
層 
上層  50.0% 29.2%     
中層    20.0%   0.0% 
下層      0.0% 40.0% 
不明        46.2% 
 






表 2-3-10 に示す。  
表 2-3-10 階層・身分別に見る女性使用者の準体法とノ  
女性  準体法  ノ ノの比率  
上層  2 0 0.0% 
中層  0 1 100.0% 
下層  2 0 0.0% 
遊里関係  1 0 0.0% 










①  地の文では準体助詞ノの使用がなく、すべて連体形準体法である。  








⑤  同一名詞の連体修飾構造では準体助詞ノの使用率が高い。  
















表 2-4-1 第二期発話文における準体法とノの使用数 (慣用的表現を除く ) 
全体  洒落本(二) 浮世風呂  浮世床  合計  
準体法  60 120 68 248 
ノ 43 61 33 137 
合計  103 181 101 385 
ノの使用率  41.7% 33.7% 32.7% 35.6% 




















表 2-4-2 下接助詞から見る第二期における準体法とノ  
下接  準体法  ノ 小計  ノの使用率  
ヲ 8 22 30 73.3% 
デ 9 7 16 43.8% 
ガ 53 34 87 39.1% 
ハ 59 32 91 35.2% 
ニ 57 24 81 29.6% 
モ 59 13 72 18.1% 
ト 0 4 4 100.0% 
ニハ  0 1 1 100.0% 
ヲモ  1 0 1 0.0% 
ヤ 1 0 1 0.0% 
カラ  1 0 1 0.0% 











表 2-4-3 連体形修飾関係から見る第二期における準体法とノ  
修飾関係  同一名詞  同格  不明  
準体法  46 201 1 
ノ 51 85 1 
ノの使用率  52.6% 29.7%  
六、使用者を男女別に表 2-4-4に示す。  
表 2-4-4 男女別に見る第二期における準体法とノ  
発話者性別  男性  女性  
準体法  179 69 
ノ 72 65 
ノの使用率  28.7% 48.5% 



















































体の使用状況を見る。全体の使用数を以下の表 3-1-1 に示す。 
表 3-1-1 第三期洒落本における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  22 21 
ノ 0 20 
合計  22 41 
ノの使用率  0.0% 48.8% 
 

































































































準体法で接続する助詞は 2)で、1 例である。  






























用数を表 3-1-2 に提示する。  
表 3-1-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  18 
ノ 20 
合計  38 














表 3-1-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 2 4 
ナイ  0 1 
レル  1 1 
マシ+タ  0 1 
動   詞  15 7 
形容詞  イ 0 6 

























































































種類を以下の表 3-1-4 に示す。  
表 3-1-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 9 2 18.2% 
モ 4 3 42.9% 
ガ 3 6 66.7% 
ニ 1 5 83.3% 
ニハ  1 0 0.0% 
ヲ 0 4 100.0% 



































によって同一名詞か同格かに分けて表 3-1-5 に示す。  
表 3-1-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  6 9 15 60.0% 
同  格  12 11 23 47.8% 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((20))が 6 例、準体助詞ノ ((21))
が 9例、準体助詞ノの使用率は 60％である。一方、同格では、連体形準体法 ((22))






































て次の頁の表 3-1-6 に示す。  
 第三期洒落本において、男性発話者による連体形準体法 ((24))が 17 例、準体
助詞ノ((25))が 18 例、準体助詞ノの使用率は約 51％である。一方、女性によ
る発話では連体形準体法 ((25))がわずか 1 例、準体助詞ノ((26))が 2 例、準体
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助詞ノの使用率は約 67％である。  
表 3-1-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  17 18 35 51.4% 



























分けて、以下の表 3-1-7 に示す。  
表 3-1-7 階層・身分別に見る男性使用者の準体法とノ  
男性  準体法  ノ ノの比率  
勤番侍  8 6 42.9% 
三人客  7 8 53.3% 
客 2 0 0.0% 
遊里関係  0 4 100.0% 







































































































































































































ある。出版年に関しては、初編は 1823 年、二編は 1835 年、二編追加は 1836









の全体の使用数を以下の表 3-2-1 に示す。 
表 3-2-1 『和合人』における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  29 124 
ノ 0 64 
合計  29 188 



















































 一方、発話文では連体形準体法が 124 例、準体助詞ノが 64 例、準体助詞ノの
使用率は約 34％である。発話文では連体形準体法が優勢であることが確認でき
た。そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)、2)で、併せて 42
例、連体形準体法で接続する助詞は 3)、 4)で併せて 8 例である。  
























2) ｢ニ｣による慣用表現： 11 例 
2-1)スルに違いない：8 例  
(8) おどろくにちげへねへ(茶見→和次郎)(三編中、16 オ) 








ますがな (旅人、上方→矢場)(四編上、10 ウ) 












ハいふにや及ぶだが(矢場→土場)( 三編上、3 オ) 































用数を表 3-2-2 に提示する。  
表 3-2-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  74 
ノ 64 
合計  138 
















































































































表 3-2-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 7 14 
ナイ  5 2 
ヌ 1 0 
セル  2 0 
ソウ  0 1 
ウ 1 0 
マス  0 1 
レ+タ 0 2 
マシ+タ  0 1 
ﾚ+ﾏｾ+ﾝ 1 0 
動詞  53 28 
形容詞  イ 4 13 
形容動詞  ナ 0 2 













































































類を次の頁の表 3-2-4 に示す。  
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表 3-2-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 11 22 66.7% 
モ 20 2 9.1% 
ガ 19 12 38.7% 
ニ 19 8 29.6% 
デ 1 7 87.5% 
ヲ 4 11 73.3% 
ト 0 1 100.0% 
ヨリ  0 1 100.0% 











































だ(張吉→矢場 )(二編下、8 オ) 
(31) そふよ薄に天道
てんとう































































































                           




































すい用例 22が見られる。 (38)、 (39)での連体形準体法もそのような機能を持っ
ているのであろう。しかし、それはすべての敬語が連体形準体法で用いられる















































 ｢ヨリ｣が準体助詞ノに下接する用例は 1 例ある。この例では準体助詞ノが
｢人｣を表すが、現代語では一般名詞に置き換えて表現することが一般的であろ
う。  
                           

















よって同一名詞か同格かに分けて表 3-2-5 に示す。  
表 3-2-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  4 23 27 85.2% 
同  格  70 40 110 36.4% 
不  明  0 1 1 
 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((43))が 4 例、準体助詞ノ ((44))
が 23 例、準体助詞ノの使用率は約 85％である。一方、同格では、連体形準体






































































次の頁の表 3-2-6 に示す。  
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表 3-2-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男性  71 62 133 46.6% 
女性  3 2 5 40.0% 
 
男性の発話では、連体形準体法 ((47))が 71 例、準体助詞ノ((48))が 62 例、
準体助詞ノの使用率は約 47％である。一方、女性による連体形準体法 ((49))が
3 例、準体助詞ノ((50))が 2 例あり、準体助詞ノの使用率は 40％である。男性
による準体助詞ノの使用率は女性より若干高いことが見られる。  
(47) おツかアおめへがそふ思ふハもつともだがノ。 (茶見→張吉の母 )(二
編下、3 オ) 
(48) そふしてあるくのを。しよかん見まいといふのヨ。 (張吉→矢場 )(二












































                           
23 『新編日本古典文学全集 80』、p.7 を参照。  
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屋娘(1 例)、張吉の母 (2 例)で、準体助詞ノのみ使用するのは女中(1 例)、友人
の母親(1 例)である。張吉の母以外、一人当たりの使用数は 1 例のみで、使用


























②  発話文では準体助詞ノの使用率は約 34％で、慣用的な表現を除けば約 46％
となり、連体形準体法と準体助詞ノが拮抗していることが見られる。  

















































キストとして小学館『新編日本古典文学全集 80 洒落本  滑稽本 人情本』を
使用する。  
 
                           





ノの全体の使用数を以下の表 3-3-1 に示す。  
表 3-3-1 『春告鳥』における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  140 81 
ノ 2 139 
合計  142 220 
ノの使用率  1.4% 63.2% 
 



























                           










 一方、発話文では連体形準体法が 81 例、準体助詞ノが 139 例、準体助詞ノの
使用率は約 63％である。準体助詞ノの使用は連体形準体法を上回った。そのう
ち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)～4)で、併せて 44 例、連体形
準体法で接続する助詞は 5)、6)で併せて 8 例である。  










2) ｢ニ｣による慣用表現：8 例  
2-1) スルに違いない：2 例  
(6) 何所かかわひがる所へお出なんすに違ひはありませんヨ (おいらん・
お袖→客・吉兵衛)(四編、p.525) 






















3) ｢モ｣による対句：2 例 
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(11) 伴をするもさせるも同じことじやアねへネ (常八→お熊)(三編、p.481) 
4) Ⅴ-るに(も)Ⅴ-れない：2 例  










































用数を表 3-3-2 に提示する。  
表 3-3-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  29 
ノ 139 
合計  168 











の種類を以下の表 3-3-3 に示す。  
表 3-3-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 5 25 
ナイ  0 7 
ン 1 0 
レル  0 3 
セル  0 1 
ウ 0 1 
タガル  1 0 
サッシャル  0 2 
ｻｼｬﾙ+ﾀ 0 1 
ｻｼｬﾙ+ﾀ+ｳ 0 1 
マス  0 8 
レ+タ 0 1 
イス+タ  0 3 
イス+ン  0 1 
マシ+ウ  0 1 
マシ+タ  1 4 
動   詞  21 61 
形容詞  イ 0 17 
形容動詞  ナ 0 2 










































































































































類を以下の表 3-3-4 に示す。  
表 3-3-4 下接活用語から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 3 29 90.6% 
モ 16 7 30.4% 
ガ 6 26 81.3% 
ニ 2 42 95.5% 
デ 0 5 100.0% 
ヲ 2 30 93.8% 



































































































































よって同一名詞か同格かに分けて表 3-3-5 に示す。  
表 3-3-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  2 28 30 93.3% 
同  格  26 111 137 81.0% 
不  明  1 0 1 
 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((48))が 2 例、準体助詞ノ ((49))
が 28 例、準体助詞ノの使用率は約 93％である。一方、同格では、連体形準体
法((50))が 26 例、準体助詞ノ ((51))が 111 例、準体助詞ノの使用率は約 81％
である。  



























表 3-3-6 に示す。  
表 3-3-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  16 57 73 78.1% 
女 性  13 82 95 86.3% 
 
 男性の発話では、連体形準体法 ((52))が 16 例、準体助詞ノ ((53))が 57 例、
準体助詞ノの使用率は約 78％である。一方、女性による連体形準体法 ((54))が



























表 3-3-7 階層・身分別に見る男性使用者の準体法とノ  
男性  準体法  ノ ノの比率  
上層  11 34 75.6% 
中上層  2 4 66.7% 
下層  2 8 80.0% 
遊里関係  1 0 0.0% 
百姓  0 1 100.0% 
その他  0 7 100.0% 
不明  0 3 100.0% 














表 3-3-8 階層・身分別に見る女性使用者の準体法とノ  
女性  準体法  ノ ノの比率  
上層  0 2 100.0% 
下層  3 9 75.0% 
遊里関係  9 68 88.3% 
その他  1 3 75.0% 




































































①  地の文では連体形準体法は優勢であるが、準体助詞ノは 2 例使用される。
五七調の韻を踏むための使用であることが考えられる。  


























表 3-4-1 第三期発話文における準体法とノの使用数 (慣用的表現を除く ) 
全体  洒落本（三） 和合人  春告鳥  合計  
準体法  18 74 29 121 
ノ 20 64 139 223 
小計  38 138 168 344 
ノの使用率  52.6% 46.4% 82.7% 64.8% 





















表 3-4-2 下接助詞から見る第三期における準体法とノ  
下接  準体法  ノ 小計  ノの使用率  
デ 1 12 13 92.3% 
ヲ 6 45 51 88.2% 
ニ 22 55 77 71.4% 
ハ 23 53 76 69.7% 
ガ 28 44 72 61.1% 
モ 40 12 52 23.1% 
ニハ  1 0 1 0.0% 
ト 0 1 1 100.0% 
ヨリ  0 1 1 100.0% 













表 3-4-3 連体形修飾関係から見る第三期における準体法とノ  
修飾関係  同一名詞  同格  不明  
準体法  12 108 1 
ノ 60 162 1 
ノの使用率  83.3% 60.0%  
 六、使用者を男女別に表 3-4-4に示す。  
表 3-4-4 男女別に見る第三期における準体法とノ  
発話者性別  男性  女性  
準体法  104 17 
ノ 137 86 
ノの使用率  56.8% 83.5% 
























1865 年であるため、第四期の調査期間は本来設定した 1865 年より 5 年早い、

























































ず、全体の使用状況を見る。全体の使用数を以下の表 4-1-1 に示す。  
表 4-1-1 『春色恋廼染分解』における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  73 99 
ノ 0 134 
合計  73 233 
ノの使用率  0.0% 57.5% 
 
 第三期人情本『春告鳥』の地の文で、準体助詞ノが 2 例使用されていたのに
対して、『春色恋廼染分解』ではすべて連体形準体法の使用である。その上接
する活用語を見ると、助動詞｢タル｣｢ケル｣｢シ｣、形容動詞ナル、形容詞キ、動


































                           











 一方、発話文では連体形準体法が 99 例、準体助詞ノが 134 例、準体助詞ノの
使用率は約 58％である。前期の連体形準体法と準体助詞ノの拮抗する状態から、
準体助詞ノが連体形準体法を上回ることになった。そのうち、現代語にも定着
している慣用的な表現は 1)～3)で、併せて 22 例、連体形準体法で接続する助
詞は 4)、5)で併せて 23 例である。  




















2) ｢ニ｣による慣用表現： 15 例 









































からう(小万→花雪 )( 初編、p.46) 




























































































































い ら し ツ
てなんても(久七→お
政)(四編、p.176) 






























用数を表 4-1-2 に提示する。  
表 4-1-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  54 
ノ 134 
合計  188 








る活用語の種類を次の頁の表 4-1-3 に示す。  
































































































表 4-1-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 5 25 
タル  1 0 
シ 4 0 
ナイ  1 3 
ヌ 3 0 
レル  0 4 
セル  1 1 
ウ 0 1 
タイ  0 1 
イス  0 1 
シャル  0 1 
マス  0 1 
マイ  0 1 
レ+タ 1 2 
セ+シ 1 0 
マシ+タ  0 1 
マセ+ン  0 1 
動   詞  33 77 
形容詞  イ 4 12 
形容動詞  ナ 0 2 










































































































助詞の種類を以下の表 4-1-4 に示す。  
表 4-1-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 19 29 60.4% 
モ 16 22 57.9% 
ガ 3 36 92.3% 
ニ 10 18 64.3% 
ニハ  0 1 100.0% 
ニア  0 1 100.0% 
ニヤ  0 1 100.0% 
ニモ  2 0 0.0% 
デ 0 5 100.0% 
ヲ 4 21 84.0% 




































































































飾構造によって同一名詞か同格かに分けて以下の表 4-1-5 に示す。  
表 4-1-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  2 27 29 93.1% 
同  格  51 105 156 67.3% 
不  明  1 2 3 
 














 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((39))が 2 例、準体助詞ノ ((40))
が 27 例、準体助詞ノの使用率は約 93％に上る。一方、同格では、連体形準体
法((41))が 52 例、準体助詞ノ ((42))が 105 例、準体助詞ノの使用率は約 67％
にとどまっている。  
(39) 只今御意


























































に分けて表 4-1-6 に示す。  
表 4-1-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  41 62 103 60.2% 
女 性  13 72 85 84.7% 
 
 『春色恋廼染分解』において、男性発話者による連体形準体法 ((43))が 41
例、準体助詞ノ((44))が 62 例、準体助詞ノの使用率は約 60％である。一方、














































かについて検討する。まず、男性による使用を表 4-1-7 に示す。  
表 4-1-7 階層・身分別に見る男性使用者の準体法とノ  
男性  準体法  ノ ノの比率  
上層  11 25 69.4% 
下層  1 3 75.0% 
武士  13 5 27.8% 
番頭  3 5 62.5% 
遊里関係  5 18 78.3% 
その他  8 6 42.9% 




































































































































 女性の発話者による使用を階層・身分別に分けて示すと以下の表 4-1-8 にな
る。  
表 4-1-8 階層・身分別に見る女性使用者の準体法とノ  
女性  準体法  ノ ノの比率  
上層  5 8 61.5% 
下層  1 3 75.0% 
遊里関係  7 61 89.7% 

















④  下接の助詞は｢ヲ｣｢ガ｣では準体助詞ノの使用率が高い。  
⑤  同一名詞の連体修飾構造では準体助詞ノの使用率が高い。  












































                           
















本古典文学大系 明治編 1 開化風俗誌集』を使用する。  




の全体の使用数を以下の表 4-2-1 に示す。 
表 4-2-1 滑稽小説における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  166 76 
ノ 0 150 
合計  166 226 

















































                           
30 『新日本古典文学大系  明治編 1 開化風俗誌集』、p.443 を参照。  
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 一方、発話文では連体形準体法が 76 例、準体助詞ノが 150 例、準体助詞ノの
使用率は約 66％である。発話文では連体形準体法が優勢であることが確認でき
た。そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)～4)で、併せて 21
例、連体形準体法で接続する助詞は 5)、 6)で併せて 16 例である。  











2) ｢ニ｣による慣用表現： 8 例  






































































4) ｢モ｣による対句：2 例 





















































用数を表 4-2-2 に提示する。  
表 4-2-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  39 
ノ 150 
合計  189 








種類を次の頁の表 4-2-3 に示す。  
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表 4-2-3 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 8 54 
シ 1 0 
ナイ  0 7 
ヌ 2 0 
ザル  1 0 
レル  2 8 
セル  0 1 
マス  0 2 
マイ  1 0 
レ+タ 0 1 
ｾ+ﾗﾚ+ﾀ 0 1 
動   詞  16 62 
形容詞  
イ 6 12 
キ 1 0 
形容動詞  
ナ 0 2 
ナル  1 2 
合   計  39 150 
 


















































































































































を以下の表 4-2-4 に示す。  
表 4-2-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 10 57 85.1% 
モ 7 8 53.3% 
ガ 2 22 91.7% 
ニ 9 6 40.0% 
ニハ  3 0 0.0% 
ニヤ  1 1 50.0% 
ニモ  1 0 0.0% 
デ 0 28 100.0% 
ヲ 6 27 81.8% 
ト 0 1 100.0% 
合計  39 150 79.4% 
 

















 ｢ガ｣での準体助詞ノの使用率は約 92％に上り、全 24 例のうち、連体形準体















































































                           





































 (36)は連体形準体法、 (37)は準体助詞ノの用例である。この 2 例における波
線で示す述部に注目すると、(36)のほうが比較的短くて単純であるのに対して、
(37)のほうが比較的複雑な構成であることがわかる。｢モ｣が下接する使用では




よって同一名詞か同格かに分けて表 4-2-5 に示す。  
表 4-2-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  4 40 44 90.9% 
同  格  35 110 145 75.9% 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((38))が 4 例、準体助詞ノ ((39))
が 40 例、準体助詞ノの使用率は約 91％である。一方、同格では、連体形準体


































4-2-6 に示す。  
表 4-2-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  39 104 143 72.7% 
女 性  0 46 46 100.0% 
 















表 4-2-7 男性発話者による準体法とノの使用  
ノのみ使用  準体法とノとも使用  準体法のみ使用  
26、7 歳商売者  北八(94.1%) いさみ  
31、2 歳商人  弥次郎(84.0%) 23、4 歳田舎書生  
商人広蔵  34、5 歳あくぬけした男(75.0%) 17、8 歳西国書生  
22、3 歳落語家  芝居者(75.0%) 35、6 歳散切り頭  
32、3 歳野幇間  50 歳藪医者(75.0%) 
 
24、5 歳なまけもの  27、8 歳半可通(67.7%) 
 
34、5 歳西洋好き  45、6 歳町人こん平(67.7%) 
 
新聞好き  通次郎(63.6%) 
 
人力車引き  31、2 歳生文人(50.0%) 
 
30 歳鄙武士  40 歳町人(50.0%) 
 






























 一方、連体形準体法のみを使用する人物はいさみ(1 例)、23、4 歳の田舎書生
(2 例)、17、8 歳の西国書生(6 例)と 35、 6 歳の散切り頭(3 例)である。いさみ















































































































もっとも低いのは 40 歳の士である。40 歳の士による発話では、連体形準体法


































①  地の文では連体形準体法のみが使用される。  




④  ｢モ｣が下接する使用では依然として準体助詞ノの使用率が低い。  
















表 4-3-1 に示す。  
表 4-3-1 第四期発話文における準体法とノの使用数 (慣用的表現を除く ) 
全体  人情本  滑稽小説  合計  
準体法  54 39 93 
ノ 134 150 284 
小計  188 189 377 
ノの使用率  71.3% 79.4% 75.3% 
準体助詞ノの使用率は平均で約 75％で、準体助詞ノが優勢である。人情
















四、下接の助詞を表 4-3-2 に示す。使用数が 5 例以上である助詞を網掛けで示
し、さらに準体助詞ノの使用率の高い順に並べる。  
表 4-3-2 下接助詞から見る第四期における準体法とノ  
下接  準体法  ノ 小計  ノの使用率  
デ 0 33 33 100.0% 
ガ 5 58 63 92.1% 
ヲ 10 48 58 82.8% 
ハ 29 86 115 74.8% 
モ 23 30 53 56.6% 
ニ 19 24 43 55.8% 
ニハ  3 1 4 25.0% 
ニヤ  1 2 3 66.7% 
ニモ  3 0 3 0.0% 
ニア  0 1 1 100.0% 
ト 0 1 1 100.0% 
合計  93 284 377 75.3% 





分けて表 4-3-3 に示す。  
表 4-3-3 連体形修飾関係から見る第四期における準体法とノ  
修飾関係  同一名詞  同格  不明  
準体法  6 86 1 
ノ 67 215 2 
ノの使用率  91.8% 71.4%  
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   同格の連体修飾関係より、同一名詞のほうで準体助詞ノの使用率が高い。
第三期までと同様の傾向を示す。  
六、使用者を男女別に表 4-3-4 に示す。  
表 4-3-4 男女別に見る第四期における準体法とノ  
発話者性別  男性  女性  
準体法  80 13 
ノ 166 118 
ノの使用率  67.5% 90.1% 
   第四期では女性による準体助詞ノの使用率は大幅に男性を上回り、約
90％に上った。そのうち、滑稽小説では女性には連体形準体法の使用がな
く、すべて準体助詞ノを用いる。  
   使用者の身分や階層別に観察される連体形準体法と準体助詞ノの使用
の傾向は以下のようである。  
























































ノの全体の使用数を以下の表 5-1-1 に示す。  
表 5-1-1 金色夜叉における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  775 81 
ノ 0 216 
合計  775 297 
ノの使用率  0% 72.7% 
 






























































































以下の表 5-1-2 に示す。  
 表 5-1-2 地の文における準体法の上接活用語  
 
 



























 一方、発話文では連体形準体法が 81 例、準体助詞ノが 216 例、準体助詞ノの
使用率は約 73％である。そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)




























2) ｢ニ｣による慣用表現：15 例 
























































2-6)スルに過ぎない：1 例  
(13) 言へば唯阿父さんの心持を悪くするに過ぎんのです。 (直道→直
行)(後編、p.27) 


























5) Ⅴ-るにⅤ-れない： 1 例 
(17) 迯げるには迯げられず、聲を出さうとしても出ないので、 (妻→直
行)(後編、p.14) 


























































                           
32 第三期資料『和合人』では準体助詞ノが｢ヨリ｣につく用例が 1 例ある。  




























ハ｣がつく 1 例、併せて 62 例を除き、再度発話文における連体形準体法と準体
助詞ノの用例数を提示する。  
表 5-1-3 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  20 
ノ 215 
合計  235 














表 5-1-4 上接活用語から見る準体法とノ  
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 3 36 
ナイ  0 3 
ン 1 5 
レル  0 4 
タイ  0 1 
マス  0 8 
レ+ン 0 1 
レ+タ 0 7 
マシ+タ  2 3 
マセ+ン  0 4 
レ+マシ+タ 0 1 
動    詞  13 123 
形容詞  イ 1 17 
形容動詞  ナ 0 2 







































































種類を以下の表 5-1-5 に示す。  
表 5-1-5 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 2 79 97.5% 
モ 4 21 84.0% 
ガ 3 26 89.7% 
ニ 6 19 76.0% 
デ 5 45 90.0% 
ヲ 0 24 100.0% 
ト 0 1 100.0% 











































































































 同じ傾向は｢デ｣にも見られる。連体形準体法に｢デ｣がつく使用は 5 例あり、
































































表 5-1-6 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  0 24 24 100.0% 
同  格  20 186 206 90.3% 

































て表 5-1-7 に示す。  
表 5-1-7  男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  20 163 182 89.1% 
女 性  0 52 53 100.0% 
 
































































































































































②  地方出身者は方言の影響によって連体形準体法を多用する。  
③  教養層が連体形準体法を使用する。  
④  芝居がかった強い主張をする場面に連体形準体法が使用されやすい。  





①  地の文では連体形準体法が 775 例あるのに対して、準体助詞ノの使用はな
い。『金色夜叉』の地の文が文語体で綴られていることによると考えられる。 
②  発話文における準体助詞ノの使用率は約 73％である。慣用的な表現を除け



























全体の使用状況を見る。全体の使用数を以下の表 5-2-1 に示す。  
表 5-2-1 『社会百面相』における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  
準体法  36 188 
ノ 29 336 
合計  65 524 
ノの使用率  44.6% 64.1% 
 
 まず、地の文から見ていく。『金色夜叉』の地の文で準体助詞ノが用いられて





                           






















































































35 前掲書、pp.22-30 を参照。 




























































































































































































































































































 一方、発話文では、連体形準体法 188 例、準体助詞ノ 336 例、準体助詞ノの
使用率は約 64％である。そのうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)
～3)で、併せて 48 例、連体形準体法で接続する助詞は 4)、5)で、併せて」48
例である。  





(24) そんな事は仰しやらんが好い、(代議士、高波→大山 )(下、p.51) 



















(29) 勿論一学校長の椅子は惜むに足らんが、(50 歳の議員→書肆主人 )(上、
p.67) 
2-4)スルに及ばない：4 例  
                           
37 山本、前掲書、pp.544-549、621-625 を参照。 
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使用数を表 5-2-2 に提示する。  
表 5-2-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数  
準体法  92 
ノ 336 
合計  428 












用語の種類を以下の表 5-2-3 に示す。  
表 5-2-3 上接活用語から見る準体法とノ (発話文 ) 
上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 2 59 
ナイ  0 24 
ン 0 6 
レル  0 3 
ルル  1 0 
シムル  2 0 
セル  1 4 
マス  0 4 
レ+ン 0 1 
レ+タ 1 1 
レ+ナイ  0 1 
ナイ+タ  1 0 
マシ+タ  0 1 
マセ+ン  0 1 
動   詞  83 192 
形容詞  
形容動詞ナ  
イ 0 30 
形容動詞  
ナ 0 9 
ナル  1 0 







































































































































































た。( 加寿衛→伯爵夫人 )(下、p.183) 
表 5-2-4 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 57 147 72.1% 
モ 4 34 89.5% 
ガ 10 69 87.3% 
ニ 9 21 70.0% 
デ 0 32 100.0% 
ヲ 12 29 70.7% 
ト 0 3 100.0% 
トハ  0 1 100.0% 























造によって同一名詞か同格かに分けて次の頁の表 5-2-5 に示す。  
同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((58))が 1 例、準体助詞ノ ((59))
が 40 例、準体助詞ノの使用率は約 98％である。一方、同格では、連体形準体




表 5-2-5 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  1 40 41 97.6% 
同  格  90 295 385 76.6% 
不  明  1 1 2   
 
















けて表 5-2-6 に示す。 
表 5-2-6 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  88 229 317 72.2% 
女 性  4 107 111 96.4% 
 
 男性の発話では、連体形準体法 ((62))が 88 例、準体助詞ノ ((63))が 229 例、
準体助詞ノの使用率は約 72％である。一方、女性による連体形準体法 ((64))が
4 例、準体助詞ノ((65))が 107 例あり、準体助詞ノの使用率は約 96％である。
男性よりも女性による準体助詞ノの使用率が高い。  





と ど ろ き
が公然猾手段

















5-2-7 に示す。  
表 5-2-7 年齢層別に見る男性使用者の準体法とノ  
年齢層(男) 準体法  ノ ノの比率  
若年  17 68 80.0% 
中年  9 14 60.9% 
老年  33 59 64.1% 
不明  29 88 75.2% 





一方、女性発話者による使用は表 5-2-8 に示す。  
表 5-2-8 年齢層別に見る女性使用者の準体法とノ  
年齢層(女) 準体法  ノ ノの比率  
若年  1 45 97.8% 
中年  1 16 94.1% 
老年  1 31 96.9% 
不明  1 15 93.8% 




































































⑤  同一名詞の連体修飾構造では準体助詞ノの使用率が高い。  








国定読本とは明治 37 年から昭和 24 年までの間に、文部省より発行され、小
学校の国語教科書として使用された小学校用国語教科書であり、第一期から第
六期まである。本論文で取り扱うのは明治 37(1904)年から使用されはじめる第
一期国定読本『尋常小学読本』 (イエスシ読本 38とも呼ばれる)である。明治 37















全体の使用状況を見る。全体の使用数を次の頁の表 5-3-1 に示す。  
連体形準体法は 40 例、準体助詞ノは 102 例、準体助詞ノの使用率は約 72％
である。準体助詞ノの使用率は『金色夜叉』とほぼ同じ程度である。また、連
体形準体法 40 例のうち、現代語にも定着している慣用的な表現は 1)と 2)で、2
例、連体形準体法で接続する助詞は 3)で、18 例である。なお、本章で用例を示
す際に、用例に続くカッコ内の番号は巻―課を表し、その後に、地の文か発話












表 5-3-1 『尋常小学読本』における準体法とノの全使用数  
全体  地の文  発話文  新聞記事  手紙文  心内文  合計  
準体法  18 19 2 0 1 40 
ノ 61 38 0 1 2 102 
合計  79 57 2 1 3 142 
ノの使用率  77.2% 66.7% 0.0% 100.0% 66.7% 71.8% 
 
1) スルがいい(スルもいいを含む)：1 例  
(1) そのあとに、木の苗をうゑつけるがよい。(5－22、発話文)(おぢいちゃ
ん→太郎) 
2) ｢ニ｣による慣用表現：1 例  
2-1) スルに違いない：1 例  
(2) きっと、かるにちがひない(5－6、発話文 )(おやどり→ひよこ ) 











連体形準体法と準体助詞ノの使用数を以下の表 5-3-2 に示す。 
表 5-3-2 慣用表現を除く準体法とノの使用数   
全体  地の文  発話文  新聞記事  手紙文  心内文  合計  
準体法  10 8 2 0 0 20 
ノ 61 38 0 1 2 102 
合計  71 46 2 1 2 122 













さらに、連体形準体法と準体助詞ノを巻別に示すと表 5-3-3 となる。  
表 5-3-3 巻別に示す準体法とノの全使用数  
  
一年  二年  三年  四年  
合計  
巻一  巻二  巻三  巻四  巻五  巻六  巻七  巻八  
準体法  0 0 0 0 3 10 7 20 40 
ノ 4 3 1 12 19 28 23 12 102 
合計  4 3 1 12 22 38 30 32 142 




と表 5-3-4 となる。  
表 5-3-4 巻別に示す慣用表現を除く準体法とノの使用数  
 
一年  二年  三年  四年  
合計  
巻一  巻二  巻三  巻四  巻五  巻六  巻七  巻八  
準体法  0 0 0 0 0 0 6 14 20 
ノ 4 3 1 12 19 28 23 12 102 
小計  4 3 1 12 19 28 29 26 122 













種類を以下の表 5-3-5 に示す。  
表 5-3-5 上接活用語から見る準体法とノ  
 上接  準体法  ノ 
助動詞  
タ 0 20 
タル  4 0 
ナイ  0 1 
ン 0 1 
レル  0 1 
ベキ  1 0 
マス  0 1 
レ+タ 0 1 
動   詞  11 63 
形容詞  
イ 0 12 
キ 3 0 
形容動詞  
ナ 0 2 
ナル  1 0 









                           


















































































































を以下の表 5-3-6 に示す。  
表 5-3-6 下接助詞から見る準体法とノ  
下接  準体法  ノ ノの使用率  
ハ 5 58 92.1% 
モ 4 3 42.9% 
ガ 0 5 100.0% 
ニ 5 2 28.6% 
デ 0 17 100.0% 
ヲ 4 16 80.0% 
ト 2 0 0.0% 
ヤ 0 1 100.0% 
合計  20 102 83.6% 
 













表 5-3-7 連体修飾構造から見る準体法とノ  
修飾構造  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
同一名詞  4 43 47 91.5% 
同  格  16 57 73 78.1% 
不  明  0 2 2 
 
 
 同一名詞の連体修飾構造では、連体形準体法 ((22))が 4 例、準体助詞ノ ((23))
が 43 例、準体助詞ノの使用率は約 92％である。一方、同格では、連体形準体























下の表 5-3-8 に示す。 
表 5-3-8 男女別に見る準体法とノ  
使用者  準体法  ノ 合計  ノの使用率  
男 性  8 28 36 77.8% 
女 性  0 7 7 100.0% 
不 明  0 3 3 100.0% 
  
発話文での使用例は全 46 あり、そのうち、男性の発話では連体形準体法が 8









(27) 右の方にあるのは松島のゑです。 (7－7、発話文)(母親→お花) 

































































表 5-4-1 第五期小説発話文における準体法とノの使用数 (慣用的表現を除く ) 
全体  金色夜叉  社会百面相  合計  
準体法  20 92 112 
ノ 215 336 551 
小計  235 428 663 






















四、下接の助詞を表 5-4-2 に示す。使用数が 5 例以上である助詞を網掛けで示
し、さらに準体助詞ノの使用率の高い順に並べる。  
表 5-4-2 下接助詞から見る第五期における準体法とノ  
下接  準体法  ノ 小計  ノの使用率  
デ 5 94 99 94.9% 
ガ 13 100 113 88.5% 
モ 12 58 70 82.9% 
ハ 64 284 348 81.6% 
ヲ 16 69 85 81.2% 
ニ 20 42 62 67.7% 
ト 2 4 6 66.7% 
トハ  0 1 1 100.0% 
ヤ 0 1 1 100.0% 
合計  132 653 785 83.2% 







分けて表 5-4-3 に示す。  
表 5-4-3 連体形修飾関係から見る第五期における準体法とノ  
修飾関係  同一名詞  同格  不明 
準体法  5 126 1 
ノ 107 538 8 
ノ使用率  95.5% 81.0%   
同格の連体修飾関係より、同一名詞のほうで準体助詞ノの使用率が高い。
第一期から第五期まで同様の傾向を示す。  
六、使用者を男女別に表 5-4-4 に示す。  
表 5-4-4 男女別に見る第五期における準体法とノ  
発話者性別  男性  女性  不明  
準体法  116 4 0 
ノ 420 166 3 



















































































































助詞ノの推移を男女別に示すと、次の図 1 となる。  
 








①  第一期では準体助詞ノを多用する人物は遊里に集中している。  










第一期 第二期 第三期 第四期 第五期 
男性 20.2% 28.7% 56.8% 67.5% 78.4% 











































































                           
40 坂井美日(2011)では上方口語資料における準体句の推移と、準体句の《モノ･ヒ
































本論文で調査した資料は併せて 51 点(そのうち、噺本 2 作品は予め設定
した調査期間より早いもの )である。国定教科書 8 冊を除いて、43 点の口
                           
41 朝日新聞記事データベース『聞蔵Ⅱビジュアル』より 1 例取り上げ、掲げる。  
 『朝日新聞』2013 年 3 月 2 日朝刊見出し：  
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